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光触媒を用いたマクロ感染症制御および都市衛生環境改善に向けた研究

感染症対策を行う上で、従来の空気清浄機は長時間空中に対流するエアロゾルに対
応することは可能であるが、最大でも 2m 程度を数秒で飛ぶ飛沫に対処することは出

来ない。そのため、人と人の間に設置可能で、飛沫を吸引、フィルターで捕集、光触媒
で分解する小型飛沫除去装置というコンセプトを提唱している。

1) 小型飛沫除去装置による感染症対策効果の評価
大阪市 ハイプロテイン協業組合

南海電気鉄道株式会社

都市衛生環境改善

シャープ株式会社

KISTEC

ウシオ電機株式会社

光触媒応用研究の推進

大阪国際感染症研究
センター(OIRCID)

マクロ感染症学

による感染症に

強いまちづくり

ダイワ株式会社従来の感染症学は個々の感染症の診断と治療を目的としていたが、大阪国際感染
症研究センターでは、感染症を社会の疾患として捉え学際的総合知を結集して対策
を行う「マクロ感染症学」により、感染症に強いまちづくりを進めている。その中で呼吸
器感染症への工学的対策の一つとして、感染者から飛散する「飛沫」を体内に吸引さ
れる前に除去することで、感染の拡大を防ぐことを提唱している。さらに、マクロ感染
症学では都市の社会環境も感染症制御の大きな要因と捉えており、この改善が必要
であり、実フィールドでの光触媒による脱臭、微生物の不活化作用の検証を行う。

b) 実生活空間での微生物簡易サンプリング手法の開発

さらに、実生活空間での効果を検証するために、小型飛沫除去装置から光触媒と照射
器を抜いて飛沫捕集のみを行い空間を飛ぶ微生物をサンプリングする技術開発を行う。
将来的には本来の小型飛沫除去装置の動作状況に応じた効果判定を行う。

a) 密閉空間内微生物除去性能評価装置開発

ダクト製造技術を応用して製造する簡易チャンバー内でバクテリオファージQβを噴

霧し、小型飛沫除去装置を稼働させることによる除去性能を評価する。

Osaka Metro

2) 西成区の臭気環境改善など都市衛生環境改善

代表者 秋吉 優史 a) b)、学内メンバー 掛屋 弘 a) c) 、綿野 哲 a) b)、朝田 良子a) b) 、
古田 雅一 a) d)、松浦 法雄 b)、田口 恵美 e)

a) 大阪国際感染症研究センター b) 工学研究科 c) 医学研究科 d) 獣医学研究科 e) 社会連携課

大阪市西成区は長年全国で最も平均寿命が短いことで知られている。結核
などの感染症対策を行う上で極めて重要な地域であり、様々な都市環境問
題を抱えている。既にあいりん地区に於ける臭気環境の改善を2023年度か

ら社会連携課と大阪市との大学連携サポート事業として取り組んでいる。

a) あいりん地区アンモニア濃度測定と光触媒による抑制効果評価

臭気の原因となる微生物の繁殖の抑制と臭気自体を分解する光触媒の効
果を、実験室レベルと実際のフィールドの両方で検証を進める。

b) 光触媒による真菌繁殖抑制効果の実験室内評価

駅のトイレや地下道などではカビなどの真菌類の繁殖も感染症の観点から
問題となっており、低照度の環境でも光触媒が有効であるかの検証を行う。

c) ワイドバンドギャップ半導体を用いた高性能光触媒デバイスの開発

大阪ハイプロテイン協業組合などの極めて悪臭濃度の高い工場などでは従
来の光触媒による分解速度では対応出来ないことが明らかになっており、ウ
シオ電機株式会社との共同研究で得られた成果（特許出願済み）を元に高
い分解性能を持つ空気浄化装置の開発を行う。

本発表の範囲



都市臭気環境改善→感染症対策

感染症に強いまちづくり

メトロポリタンヘルス

都市住民とのリスクコミュニ
ケーションによる行動変容

早期発見のための検出
技術と情報共有ネット
ワークの構築

都市の免疫力とレジリエンス
（回復力）の向上

診断や治療といった医療機関による対応が
必要となる病気になる前の、「未病」を防ぐた
めの予防医学の考え方で、もっとも基本とな
る住環境を快適にすることで「自然と健康に
なれる環境整備」を行うのがゼロ次予防であ
る。劣悪な都市環境を放置することは「割れ
窓理論」的に連鎖的な環境劣化を招くため、
どこかでその鎖を断ち切らなければならない。

工学的な感染症拡大抑制技術
の開発と防衛拠点への配備

光触媒を用いた感染症対策技術は一般に認知さ
れておらず、普及には時間を要する。このため、感
覚的に非常に分かりやすい臭気に対する対策を前
面に出すことで普及を図る。そのためには臭気対
策に有効であることを実証する必要がある。

古くは日雇い労働者の宿として、近
年は海外からの観光客向けのリー
ズナブルな宿としてあいりん地域周
辺の「ドヤ」が存在するが、換気環境
などに問題があり、臭気環境が劣悪
な場合があるのに加えて感染症蔓
延の温床となっている可能性がある。



大阪府・大阪市・西成区と感染症

大阪は日本で最も感染症に脆弱な都市であり、
特に西成区が全体を左右するキーとなっている

・大阪市西成区は長年、全国の市区町村別で平均寿命が最
も短い。以下、浪速区 2位、生野区 3位と続く。

・ 新型コロナワクチンの接種率が、20ある政令指定市で下
から2番目（22年3月時点）

・要介護認定率が全国で最も高い
・介護保険の被保険者1人当たりの介護費が最も高い

・就学援助受給率が全国平均を大きく上回っている
など・・・

大阪市西成区は、日本国内で突出して高い結核罹
患率を示す地域であり、人口10万対罹患数は
2021: 79.7, 2022: 58.5, 2023: 78.5, 2024 80.2 と
大阪市内24区で最も高く、全国平均の2024: 8.1, 
大阪市 2021: 18.6 と比べて極端に高い値である。

特にあいりん地区（新世界周辺）に結核患者が集中
している。(www.kekkaku.gr.jp などから)

（出典）厚生労働省「新型コロナウイルス感染症公表値」、厚生労働省「これまでのワクチン総接種回数（都
道府県別）」、大阪府「新規登録結核患者数及び罹患率の推移」、厚生労働省「令和6年度被保護者調査」

新今宮駅北側の星野リゾートOMO7大阪ホテ
ルの開業や、あいりん労働福祉センター取り
壊し、四角公園の大規模改装など、あいりん
地区を取り巻く状況は急速に変化しつつある



側溝光触媒塗布作業前後のアンモニア濃度測定結果の比較

2025年12月の

西成区の天気
（Tenki.jpより）

使用した光触媒はシャープ製の WO3 ベース
の可視光応答型の水に流されないバインダー
入りで、実験室レベルではアンモニアの分解が
確認されている製品を使用したが、単純に街
頭壁面などに光触媒を塗布しても測定結果と
して効果を評価できなかった（体感上はある程
度低減されていた）。

このため、対象エリアの側溝に水が滞留して
いたことに着目し、側溝のクリーニング作業を
行った後に乾燥させ、光触媒の塗布を行い、作
業の前後でパッシブインジケーターを用いたア
ンモニア濃度測定を実施した。

その結果、クリーニング/光触媒塗布

後の測定結果は、ほとんどの測定
点でほぼ全く変色が見られなかっ
た。④ のみ明確に変色が見られたが、複数

の排水路が流れ込む排水枡の直上となってお
り排水枡内部はクリーニング、光触媒塗布が
不可能で会ったためである。

クリーニングの際に散布した次亜塩素酸ナト
リウム水溶液が残留していることも考えられた
が、図12 に示すように12月21日から25日の間
は断続的に雨が降っており洗い流されていると
考えられる。今後どの程度の期間効果が持続
するかについては、1月、2月、3月に実施した
測定では、12-14期での測定同様非常に低い
アンモニア濃度に留まっており、今後も測定を
継続する。

光触媒による臭気
環境改善効果が
実証できたと言える

光触媒による感染症対策についてくわしくはこちら

https://bigbird.stars.ne.jp/AntiCovid19/#Photocatalyst



側溝光触媒塗布作業後のアンモニア濃度経時変化



光触媒に於ける下地処理の重要性

38L サイズのアクリルデシケーターを使用して、有機ガスの一種であるホルムアルデ
ヒド(HCHO)濃度の変化をホルムアルデメータ htV-m を使用して測定した。

簡易な構造かつ低価格で、教育現場などでの自作による普及を検討しているひかりク
リーナー標準機でも確実な分解性能が確認されると共に、さらに高濃度の光触媒と無
機系の材料を使用したフィルターを用いた市販製品用試作機は、既存の光触媒式小
型空気清浄機をはるかに凌ぐ性能を発揮した。

量産型高性能無機
材質フィルター

改良版ホルムアル
デヒド分解測定
38L チャンバー

0 100 200 300 400
0.5

1

5

Time / min

H
C

H
O

 d
en

si
ty

 /
 m

g
・

m
-3

 Blank
 Standard nonwoven fabric filter
 Nonwoven fabric filter + 10wt% WO3 slurry
 Ceramic fiber paper + pre-treatment
 Glass fiber mesh + Special pre-treatment

k=2.15×10
-2

/min

k=8.84×10
-4

/min

k1=1.81×10
-2

/min
k2=1.41×10

-3

/min

k=5.87×10
-2

/min

k1=2.35×10
-2

/min
k2=7.15×10

-5

/min



����������
	
��
���� ������

��

����� � � ��� !"� #$%&'(

)*+, -./01 2345678 9:;)<�� =>�?=?��@AB CDEFD@+,

GHGIJHKLGIM N5O

PQ85RSTUVRWXY�Z[\�]^5_`a/abc*dYTef

g�h?i?���jkl�mn�Z[\�]^_`onpqrcsdtPQ85uvwxyz5a/abc*dYTef{|}5a/abomnPQ8opqrc

~�f��^onp5�oRST5��RE�	@��nRST5��������c�/�ef{

g�a/abmn�Z[\�]5����l�	���� 5�wo����_���
�@���� ¡¢£¤¥� ¦§R�¨©ª«YS n�Z[\

�]�Z¬­®¯°��±�²@ S³´�]µ¶]��·!�¸^"dY¹º����	�����pqr c»Tt��	®¯°¼½S³´¾¿À

ÁwxyzRWXt��§R�h?i?���jkl�!ÂÃf�ÄoaÅf��5of{

g�h?i?���jkl�̂ �Z[\�]mnÆÇÈÉÊË RÌÍÎnN«Ï«!Ðf�ÑÒ�ÓÔcÕ»�"!Ön¾¿×Ø5ÙÚ�2ÛÜ�Ý5ÞßRÓf

�àá&c¹ºYTef{�]5âãäÑÒ^n�h?i?���jkl�!Ðf�awxo5�/Få@�æcá&çèé��^onPQ8RSX�RSTUV5

Ð��c·]äR�/�ef{

guvwxyz5a/abmnêë�æìí5W'�nSîªe5ïðñW'còó�n�h?i?���jkl�5×Øcôõ�yzVcö7f�÷øÜ�ùú5

�	�����SîªeïðñW'�	����§!ùú^" naÅ�YTef{

g�h?i?���jkl�mn|û�SîªeR^dY³ üý"Pwx5aþRWXnàá&c¹ºYeT ef{

ÿ�

ÿG ÿ�

ÿ�

���� 234 ��� CB �����æ
CB

���	
��
��
����� �����
�����

������

������ �����!���� "� #�
$���
$���
�����
���	�%�	&$'�'&#'���$ ���(&)*+�,��)�--�,&)"*&��,�./�01)�012��3450-)-�.240-)�,&)�,016��16�0.)�7#2��1�8�.)��1� ,&)�&7.8.9�86:�,"-2��; �
8



���������	
��
���� ������������

�

� !�"#��"$%&'()*+,-���.�/012"�3456789(*:;��<=>?�@#AB�CD67EF(GHI

J

KLKMNOPMQ�PRQ�
�KLKMNSPTUG
�VW�

X

YZ[\[]̂_̀ab]� !�cd�efghi�ejk�elmi��

n

�opd*qrstuv*�"$w��xyzH${|

}~�x��{|�*�������)�W(GHI

��W�������r������ �

���r����+,-���

}�

�����������  ¡¢� £¤¥¦¥�§̈ ©ª«

¬©©­¤¡��¤®̄°¥±²«¤¥¦¥³̈ ©ª«²́«²µ­�¶̈°¤�¶̈°¤�«©¬̈ª������·��̧¶¹«¹̧µ¹¦¦̈¶²­¬­º̧»¼½ ¾ ª»¥¿¿­¾̧»́¼̧¥®¾§ÀÁ�ÂÃ»±ÂÃÄ¢§ÅÆÇÂ¿»¿£ÀÄÆÂ¿»±¾̧»¥¾ÂÃÈ £ÃÈ�ÂÀ»±ÉµÄ¢£Ã§Ê§À»¢£Ã§²¾̧»¥̧ÉÀÊÀË�ÊÈÌ�¾́¿Ä¢£Í ��Ê



� ����� �

��	
��
����	�������������� !"#$%&$%'�()*+,-./0�1�23�4567)*8	09:3�;*�

�1�<

=.>?.@ABCDEFGH@I%JK�LMN���!"#$%&$%OPK�LMN��

Q

�LMN���RSTU��VWXYZ�[)*+,\]<VWX045^_�`a	3�bc�d�eMfgh�ic�!"jk�45jk�hlj

kmnopmqr�st0uv3� /%HVWX�'����VWX�w;xyz{�������;*<

|6}6~���!"�45jk�VWX���[�*��m�����	bc���m!"jk0�c*8	������e��0�* �H��

�'��c���z��������*� jk�¡¢�£¤3�;*<

=.>?.@A�L¥¦VWX+,§$&.K�LMN��

¨

©�ª«����¬­�2�®¯0°83�l±²³´0hµ)*¶·<¸�¹º»¼�½O¾�� µqmn0²2q¿)*ÀÁÂÃÄTU*<

Å

ÆÇÆÈÉÇÊÉÇËÌÍÍÎÏË ÐÑÒÓÒÌÔÕÖ×Ø

ÙÖÖÚÑÎÉÉÑÛÜÝÒÞßØÑÒÓÒàÕÖ×ØßáØßâÚÉãÕÝÑÉãÕÝÑÉØÖÙÕ×ÉÆÇÆÈÇäÆÈåãæØæåâæÓÓÕãßÚÙÚçåèéêÍëÍ×èÒììÚëåèáéåÒÛëÔíîÆïðèÞïðñÏÔòóôïìèìÐíñóïìèÞëåèÒëïðõÍÐðõÇïíèÞöâñÏÐðÔ÷ÔíèÏÐðÔßëåèÒåöí÷íøÊ÷õùÊëáìñÏÐú ÏÉ÷



����������������	
���	
��������������������������� !"#
$%&���
'()*+,-.)/0�

�1�
23�&4�565789:;6<=>?<@)ABCDEF
GH&4I�J

K

LMNOPQ
RIS�TUVW
XYZ[)\]^_��`Fa�bc�`FdeJfgVW,hijkljm)RIno�J

������pqrstuvw=��x��yz{�|}~���
�@
��\&b���


�W��~�������~��v��P�P�,�-jm�����8���3j���T�)*��yz)�]����]���,� �¡��

¢£¤,¥¦§¨N©ª«¬)�­�®¯° 
±Ib�J

²³´)µ�

¶·¸¹ºQ � »¼½¾¿À¼Á,�ÂI)³I4 � Ã¶·¸)³I4 � ½¼ÄÅ¿ÆÀÇÈOÉÄ¼

�ÊIËÌÍ

ÎÏÎÐÑÏÒÑÏÓÔÕÕÖ×Ó ØÙÚÛÚÔÜÝÞßà

áÞÞâÙÖÑÑÙãäåÚæçàÙÚÛÚèÝÞßàçéàçêâÑëÝåÙÑëÝåÙÑàÞáÝßÑÎÏÎÐÏìÎÐíëîàîíêîÛÛÝëçâáâïíðñòÕóÕßðÚôôâóíðéñíÚãóÜõöÎ÷øðæ÷øù×Üúûü÷ôðôØõùû÷ôðæóíðÚó÷øýÕØøýÏ÷õðæþêù×ØøÜÿÜõð×ØøÜçóíðÚíþõÿõ�Òÿý�Òóéôù×Ø� ûÑÿ




